
関連施策の令和３年度の取組状況と令和４年度の方向性

令和３年度の取組状況 令和４年度の取組の方向性

【指針１】
日常的な

ＩＣＴ利活用の
推進

・健康観察やワークシート等，校内での諸活動に1人
1台端末を利活用し，教員・児童生徒ともまず慣れ
る

・端末の利活用推進のため，日常的な活用事例と各教
科での授業実践事例について，GIGAスクールサポ
ートサイトを通じて周知・啓発
・臨時休校時に備えたオンライン学習の練習を全校で
実施し，日常的な端末持ち帰りについても順次実施

・個別最適な学び、協働的な学びを推進するため、有償の学習支
援ソフト（ロイロノート・スクール）の導入および指導者用・
学習者用デジタル教科書の利用継続

・教育用クラウド利用における学校と家庭の学びの連携（オンラ
イン学習の実施・端末の持ち帰りの全校展開）

・病気療養児、不登校児童生徒等への学習機会確保のための、遠
隔教育の実施（令和２年度より継続）
・GIGAスクールサポートサイトの内容拡充（活用事例・授業実
践事例）

【指針２】

指導力向上に
向けた
学校支援

・授業づくり研修（各教科）の集合研修及び教育用ク
ラウド等活用の教員向けオンライン研修を実施
・ICT支援員をGIGAスクール推進校へ試行的に配置
・ヘルプデスクにより教員への操作支援を実施
・訪問型の研修や端末操作に関する支援を実施
・校務支援システム等への機能追加検討（家庭～学校
間の欠席連絡）

・ＩＣＴ活用研修（端末活用の基礎・応用研修，授業づくり研修
等）の実施を継続
・ICT支援員の実施規模を拡大（全校を月4回巡回）
・プログラミング教育及び情報活用能力育成のカリキュラム・マ
ネジメントの推進支援
・ヘルプデスクによる支援の継続
・家庭と学校間のデジタルによる欠席連絡機能等の追加

【指針３】
学習環境
の整備

・学校の人数増減への対応（端末移設）等，運用管理
を継続

・有償の学習支援ソフトについて，希望校での無償試
用を通じて評価・検討
・指導者用デジタル教科書を全校に導入（小学校各学
年１教科，中学校各学年２教科）

・学習者用デジタル教科書について，国の実証事業へ
の参加を通じて評価・検討
・希望校がＭＥＸＣＢＴの利用を開始
・インターネット接続回線の増強を完了
・学校を訪問して無線環境を調整

・学級増等における端末移設等の対応を継続
・教員用端末の増備
・高等学校の大型提示装置整備
・指導者用デジタル教科書の全校導入（小学校各学年１教科，中
学校各学年２教科）を継続
・文科省の実証事業に参加し、学習者用デジタル教科書を導入
（小５～中３に英語＋１教科）
・学習ｅポータル（学びポケット）を全校へ展開
・ＭＥＸＣＢＴの利用校拡大
・アクセスポイントの実効速度の定期的な計測。不具合等につい
ての学校からの相談に随時対応。
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